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今
年
は
枝
垂
れ
桜
を
見
に

道
南
の
北
斗
市
へ

法
亀
寺
し
だ
れ
桜



グローバルな視点で環境を捉えた時、はじめて自然の優しさや厳しさが見えてきます。

繊細であり、大胆なこのメカニズムは、私たちに「守るべきもの」の奥深さを教えてくれます。

かけがえのない「自然環境との調和」というテーマを追求した先にあったのは、

相手の立場になって物事を考えるというシンプルな原点でした。

「Safety&Amenity」                         それは私たちの永遠のテーマです。

S a f e t y  &  A m e n i t y

日本衛生株式会社
環境分析センター

飲料水 排　水
環境水

食　品
製　品

温　泉
公衆浴場
プール

大　気
室内環境

土壌調査

●温泉法、公衆浴場法、遊泳用プール維持管理要綱に基づく水質検査
●遊泳用プール、学校プールの水質検査
●公衆浴場法に基づく浴槽、原湯、原水等の水質検査
●温泉成分分析、可燃性ガス分析、レジオネラ検査

温泉・公衆浴場・プール
温泉法分析機関

温泉成分の定期的な（10年以内）再分析が義務づけられております。

●土壌汚染対策法に基づく汚染状況調査　　●有害金属含有量の現場測定
●有害金属の溶出量、含有量分析
●揮発性有機化合物のガス分析、溶出量分析　　●農薬類の溶出量分析

土壌調査
土壌汚染対策法指定調査機関　　計量証明事業登録

様々な土壌汚染について適切な調査・対策を実施します。

●上水道、簡易水道、専用水道の水質検査（水質基準全項目）
●建築物衛生法に基づく水質検査（飲料水、給湯水、雑用水）
●簡易専用水道、小規模貯水槽水道、飲用井戸の水質検査

飲料水
水道法20条水質検査機関　　建築物飲料水水質検査業

水道法で定められている水質基準全項目の検査が可能です。

●工場用水水質検査　　●ミネラルウォーター原水検査　　●食品細菌検査
●食品日持ち検査　　●食品成分分析

食品・製品
食品衛生法に基づく水質検査

●大気汚染防止法に基づくボイラー等の排ガス測定
●室内空気中化学物質測定（シックハウス関連項目）
●作業環境測定（有機溶剤、特定化学物質）

大気・室内環境
計量証明事業登録

●水質汚濁防止法、下水道法に基づく工場、事業所等の排水検査
●河川水、地下水等の環境水検査、ゴルフ場農薬検査
●ダイオキシン類の検査

排水・環境水
計量証明事業登録

水道GLP認定水質検査機関 JWWA-GLP106

環境大臣指定 環2011-010000-000112 



　

道
内
各
地
に
あ
る
桜
の
名
所
。暖
か
く
な
る
の
が

早
い
道
南
か
ら
間
も
な
く
開
花
の
便
り
が
届
き
ま
す
。

同
地
域
の
主
要
都
市
で
あ
る
函
館
に
は「
函
館
公
園
」

と「
五
稜
郭
公
園
」が
二
大
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
が
、近
年
は
お
隣
の
北
斗
市

に
あ
る
道
内
最
大
級
と
言
わ
れ
る
枝
垂
れ
桜
も
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

北
斗
市
は
２
０
０
６
年
、上
磯
町
と
大
野
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。下
北
半
島
を
見
渡
す「
き
じ
ひ
き

高
原
」、静
寂
な
佇
ま
い
の
男
子
修
道
院
で
あ
る「
ト
ラ

ピ
ス
ト
修
道
院
」、渓
流
の
瀬
音
を
聴
き
な
が
ら
源
泉

に
浸
る「
せ
せ
ら
ぎ
温
泉
」な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
北
斗
市
の
中
央
を
南
北
に
流
れ
る
大
野
川
に
架

か
る
大
野
橋
そ
ば
に
、仏
教
寺
院「
金
言
山
法
亀
寺
」が

あ
り
ま
す
。１
８
４
９（
嘉
永
２
）年
に
法
亀
庵
と
し
て

始
ま
っ
た
と
さ
れ
、そ
の
境
内
に
推
定
樹
齢
３
０
０
年
、

高
さ
約
１２
メ
ー
ト
ル
の「
法
亀
寺
し
だ
れ
桜
」が
例
年
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
美
し
い
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

　

全
国
に
は
天
然
記
念
物
の
福
島
県
三
春
の
滝
桜
を

は
じ
め
、秋
田
県
角
館
武
家
屋
敷
通
り
、栃
木
県
関
場

な
ど
に
枝
垂
れ
桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。道
内
に
も
道

民
に
よ
く
知
ら
れ
た
枝
垂
れ
桜
が
あ
り
ま
す
が
、同
寺

の
枝
垂
れ
桜
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
見
か
け
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

品
種
は
江
戸
彼
岸（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
）。淡
い
紅
色
の
小

降
り
の
花
が
つ
い
た
枝
が
地
面
近
く
ま
で
垂
れ
下
が

り
、風
に
揺
れ
る
様
は
一
幅
の
絵
画
。満
開
時
期
に
は
夜

間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、幽
玄
な
美
し
さ
を
誇

り
ま
す
。

　

北
斗
市
に
は
こ
の
ほ
か
、大
野
川
沿
い
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
中
心
に
し
た
約
１
０
０
本
の
桜
が
続
く「
大
野
川

沿
い
桜
並
木
」を
は
じ
め
、箱
館
港
の
開
港
に
と
も
な

い
松
前
藩
が
構
築
し
た
日
本
最
初
の
洋
式
築
城
と
言

わ
れ
る
国
指
定
史
跡
に
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り

続
く「
松
前
藩
戸
切
地
陣
屋
跡
地
桜
並
木
」、ド
ラ
イ

バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
桜
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
し

て
人
気
の
道
道
96
号
線
沿
い
に
約
２
キ
ロ
も
続
く「
清

川
千
本
桜
」な
ど
、北
斗
桜
回
廊
と
名
づ
け
ら
れ
た
個

性
豊
か
な
桜
の
名
所
が
市
内
各
所
に
あ
り
、桜
め
ぐ
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

函
館
市
は
も
ち
ろ
ん
、時
間
が
許
せ
ば
松
前
町
に

足
を
伸
ば
す
こ
と
も
難
し
く
な
い
距
離
に
あ
り
ま
す
。

今
年
の
春
は
道
南
で
桜
三
昧
が
お
す
す
め
で
す
。

今
年
は
枝
垂
れ
桜
を
見
に
道
南
の
北
斗
市
へ
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1
●金言山法亀寺

❶大野川沿い 桜並木　❷法亀寺 しだれ桜　
❸松前藩戸切地陣屋跡 桜並木トンネル　❹清川 千本桜

▲大野川沿い 桜並木



国は大気汚染防止法の一部を改正する法律を202０年6月に公布し、アスベストの飛散を防止する対策を強化しています。

その一環として2021年にレベル３を含むすべての建材を対象に、アスベスト含有の有無を確定する「事前調査」を定めました。

これに続き今回、2022年4月1日から解体や改修工事を行う事業者に対し、一定規模以上（解体床面積合計80㎡以上、請負金額税込100万円

超）の工事は、アスベスト含有の有無に関わらず労働基準監督署と自治体に、事前調査の結果を「報告」することを義務化し、含有の有無を

確認するための分析の実施を定めました。2023年には事前調査を行う者の資格要件の導入を予定しています。

日本衛生環境分析センターでは国が進める防止対策強化に即応し、アスベストに関わる調査や分析などをサポートするチームを発足させ、

札幌をはじめ道内各地で活動を開始しています。

国によるアスベスト
飛散防止対策が強化されました
一定規模以上の解体、改修工事は例外なく事前調査の「結果報告」が義務化され、
含有不明の建材は分析によりその有無を確認する必要があります。

規制対象について、石綿含有成形板等を含む全
ての石綿含有建材に拡大し、石綿含有仕上塗材
の除去作業には、独自の作業基準が設けられる。
また、作業基準を遵守しなければならない者及び
作業基準適合命令等の対象となる者に、下請負
人が加えられる。

元請業者に対し、一定規模以上等の建築物等
の解体等工事について、石綿含有建材の有無に
かかわらず、調査結果の都道府県等への報告が
義務付けられる。
また、事前調査の方法が法定化等される。

規制対象建材の拡大

大気汚染防止法改正の主な内容

事前調査の信頼性の確保

隔離等をせずに吹付け石綿等の除去作業を
行った者に対する直接罰が創設される。

直接罰の創設

元請業者に対して、石綿含有建材の除去等作業
の結果の発注者への報告や作業に関する記録
の作成・保存が義務付けられる。
また、元請業者は下請負人に対する指導に努め
ることとされた。

作業記録の作成・保存



　

事
前
調
査
は
設
計
図
な
ど
に
よ
る
書
面
調
査
と
、工
事

現
場
を
実
際
に
訪
れ
て
地
下
や
天
井
裏
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

所
に
立
ち
入
り
、使
用
さ
れ
て
い
る
建
材
を
実
際
に
目
で
見

て
確
認
す
る
現
地
調
査
を
並
行
し
て
実
施
し
ま
す
。部
屋
数

や
建
物
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
作
業
量
は
増
加
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。分
析
に
必
要
な
試
料
採
取
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト

を
自
ら
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
危
険
性
が
つ
き
ま
と
う
の
で
、

防
護
具
な
ど
で
体
を
完
全
に
ガ
ー
ド
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

完
全
防
護
ス
タ
イ
ル
で
試
料
採
取

有
資
格
者
の
サ
ポ
ー
ト
で
、事
前
調
査

か
ら
分
析
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

解
体
棟
数
は
10
年
後
を

　
　
ピ
ー
ク
に
40
年
先
ま
で

　

現
場
か
ら
採
取
し
た
試
料
の
分
析
に
は
、鉱
物
の
同
定
に

広
く
使
用
さ
れ
る「
偏
光
顕
微
鏡
」を
用
い
ま
す
。自
然
光
を

特
殊
な
フ
ィ
ル
タ
ー
で
１
方
向
に
だ
け
振
動
す
る
光（
偏
光
）

に
変
え
、試
料
に
照
射
す
る
と
鉱
物
固
有
の
光
学
的
性
質
を

観
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

試
料
に
よ
っ
て
は
、ア
ス
ベ
ス
ト
と
思
わ
れ
る
繊
維
を
視

認
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。写
真（
※
１
）の
天
井
の
試
料
は

そ
の
状
態
に
近
く
、実
体
顕
微
鏡
で
試
料
を
確
認
し
た
後
、

繊
維
だ
け
を
慎
重
に
よ
り
分
け
て
標
本
に
し
ま
す
。壁
の
試
料

は
繊
維
の
視
認
が
困
難
で
、含
有
さ
れ
て
い
て
も
ア
ス
ベ
ス
ト

測
定
に
は
偏
光
顕
微
鏡
を
使
用

▲分析試料の採取（※１）

▲偏光顕微鏡で試料を分析▲偏光顕微鏡で撮影したアスベスト

の
量
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、少
量
で
も
見
逃
さ
ず
に

検
出
で
き
る
よ
う
に
、非
ア
ス
ベ
ス
ト
成
分
を
あ
ら
か
じ
め

取
り
除
く
試
料
調
製
を
行
い
ま
す
。

　

試
料
調
製
に
は
加
熱
に
よ
る
灰
化
、希
塩
酸
中
で
攪
拌

す
る
酸
処
理
、水
の
浮
力
を
利
用
す
る
浮
遊
沈
降
な
ど
の
方

法
が
あ
り
、試
料
の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
は
組
み
合
わ
せ
て

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
て
作
成
し
た
標
本
を
偏
光

顕
微
鏡
で
観
察
し
、ア
ス
ベ
ス
ト
の
同
定
を
行
い
ま
す
。

　

同
定
は
形
態
、色
、複
屈
折
、消
光
特
性
、伸
長
の
符
号
、

分
散
色
を
観
察
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。複
屈
折
は

ア
ス
ベ
ス
ト
が
持
つ
光
学
的
性
質
の
１
つ
で
、光
を
当
て
る
と

複
数
に
屈
折
し
ま
す
。偏
光
顕
微
鏡
を
調
整
し
て
そ
の
干
渉
色

を
観
察
で
き
ま
す
。干
渉
色
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
に
よ
っ
て

特
有
の
色
合
い
を
示
し
、種
類
を
推
定
す
る
指
標
の
１
つ
に

な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
各
項
目
を
一つ
ひ
と
つ
丹
念
に
観
察

し
、ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
繊
維
に
は
天
然
繊
維
と
化
学
繊
維
が
あ
り
ま
す
。

天
然
繊
維
は
植
物
、動
物
、鉱
物
に
分
か
れ
、ア
ス
ベ
ス
ト
は

鉱
物
繊
維
に
な
り
ま
す
。石
の
よ
う
に
固
ま
っ
た
状
態
で
採

掘
さ
れ
、触
れ
る
と
綿
状
に
ほ
ぐ
れ
ま
す
。日
本
で
は
ク
リ

ソ
タ
イ
ル
、ア
モ
サ
イ
ト
、ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
な
ど
６
種
類
を

ア
ス
ベ
ス
ト
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
20
世
紀
に
入
り
、建
物
の
断
熱
材
や
防
火
材

を
は
じ
め
電
気
製
品
、家
庭
用
品
、自
動
車
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
産
業
分
野
の
製
品
に
大
量
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
20
世
紀
後
半
、人
体
や
環
境
へ
の
有
害
性
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
社
会
問
題
化
し
ま
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
ほ
ぐ
し
て
い
く
と
最
後
は
、直
径
０
・
０
２

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
微
細
な
針
状
繊
維
に
な
り
ま
す
。

非
常
に
軽
く
、空
中
に
飛
散
し
、吸
い
込
む
と
肺
細
胞
に
達

し
て
突
き
刺
さ
り
、悪
性
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
、科
学
的
に
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
高
度
経
済
成
長
期
を
ピ
ー
ク
に
過
去
50
年
間
に

わ
た
り
輸
入
、生
産
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
は
約
１
０
０
０
万

ト
ン
に
達
し
、そ
の
う
ち
約
８
０
０
万
ト
ン
が
建
築
材
料
に

使
用
さ
れ
た
と
環
境
省
は
推
定
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建
材
を
使
用
し
た
建
物
の
解
体
や
改

修
工
事
は
、２
０
３
０
年
を
ピ
ー
ク
に
２
０
６
０
年
頃
ま
で

終
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。作
業
者
は
も
ち
ろ
ん
住

民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、飛
散
防
止
の
対
策
強
化
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

悪性胸膜中皮腫は、アスベストの曝露から20～50年と非常に長い
潜伏期間を経て発症するのが特徴です。このため、かつてアスベス
トを扱う職業に就いていた方や、アスベストを扱う作業現場の近く
に住んでいた方なども、発症する危険が高いことが知られています。

アスベスト曝露と悪性胸膜中皮腫の発症

アスベスト曝露 悪性胸膜中皮腫

20～50年後
発 症

　

事
前
調
査
の
結
果
は
３
年
間
の
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、た
と
え
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
建
材
が
皆
無

だ
と
し
て
も
、戸
建
て
住
宅
を
含
め
一
定
規
模
以
上
の
工
事

は
例
外
な
く
労
働
基
準
監
督
署
と
自
治
体
に
結
果
報
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
点
が
今
回
の
大
き
な
改
正

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
一
定
規
模
以
上
の
工
事
基
準
は
、解
体
床
面
積
の
合
計

80
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、請
負
金
額
が
税
込
で
1
0
0
万
円

を
超
え
る
も
の
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
80
平
方
メ
ー
ト
ル
は

24
坪
強
。請
負
金
額
税
込
1
0
0
万
円
は
、戸
建
て
住
宅
の
改

修
工
事
で
も
す
ぐ
に
達
す
る
数
字
で
す
。事
前
調
査
の
報
告

は
事
実
上
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
解
体
や
改
修
工
事
で
必
要
に

な
る
と
言
え
ま
す
。

　

ボ
イ
ラ
ー
や
配
管
設
備
、焼
却
設
備
、煙
突
、発
電
・
変
電

設
備
、ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
な
ど
の
工
作
物
や
、船
舶
な
ど
の

解
体
改
造
な
ど
も
、一
定
以
上
の
工
事
費
や
ト
ン
数
の
も
の

は
事
前
調
査
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
、２
０
２
３
年
10
月
に
は
事
前
調
査
を
行
う
者
の

資
格
要
件
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。事
前
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
資
格
は
４
つ
あ
り
ま
す
。特
定
建
築
物
石

綿
含
有
建
材
調
査
者（
特
定
調
査
者
）、一
般
建
築
物
石
綿

含
有
建
材
調
査
者（
一
般
調
査
者
）、一
戸
建
て
等
石
綿
含
有

建
材
調
査
者（
一
戸
建
て
調
査
者
）の
ほ
か
、こ
の
法
律
が
施

行
さ
れ
る
直
前
の
９
月
末
ま
で
に
日
本
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
診

断
協
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
環
境
分
析
セ
ン
タ
ー
に
は
事
前
調
査
に
必
要
な
一
般

調
査
者
の
資
格
を
も
っ
た
技
術
者
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

一
般
調
査
者
は
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
建
築
物
の
事
前
調
査
を
行

え
ま
す
の
で
、解
体
や
改
修
工
事
に
関
す
る
こ
と
は
的
確
・

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
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